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ワ
ク
チ
ン
接
種

　

　
始
ま
り
ま
す

　

世
界
的
な
流
行
を
見
せ
、
い
ま
だ
に
収
束
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
。
今
号
で
は
、
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
と
予
防
対
策
方
法
を
再

確
認
し
、
４
月
20
日
時
点
で
の
八
幡
平
市
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
新

種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
る
感
染
症
で
す
。
３
月
３１
日
時
点

で
確
認
さ
れ
て
い
る
世
界
の
累
計
感
染

者
数
は
１
億
２
千
９
０
０
万
人
で
、
国
内

の
累
計
感
染
者
数
は
４７
万
５
千
人
、
岩
手

県
で
は
６
２
１
人
の
感
染
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
緊
急
事
態
宣
言

　

感
染
拡
大
を
防
ご
う
と
、
国
は
令
和

２
年
４
月
７
日
に
７
都
府
県
へ
１
回
目

の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
。
４
月
16
日

に
は
全
都
道
府
県
へ
拡
大
し
、
５
月
25

日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
２
回
目
の
宣

言
は
令
和
３
年
１
月
８
日
か
ら
３
月
21

日
ま
で
11
都
府
県
を
対
象
に
発
出
さ
れ

ま
し
た
。

■
市
の
取
り
組
み

　
市
は
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
の
た

め
、
令
和
２
年
２
月
１７
日
に
第
１
回
市
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
連
絡
会

議
を
開
催
。
そ
の
後
、
令
和
３
年
３
月
24

日
の
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
会
議
の
開
催
を
含
む
計
５
回
の
連

絡
会
議
と
19
回
の
対
策
本
部
会
議
を
開
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑

か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、令
和
３
年
２
月
１

日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

◎
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
る

■
３
密
に
注
意

　
次
の
❶
か
ら
❸
ま
で
の「
３
つ
の
密
」が

同
時
に
重
な
る
条
件
下
で
は
、
ク
ラ
ス

タ
ー（
集
団
）感
染
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
避

け
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

❷
多
く
の
人
が
集
ま
る
密
集
場
所

❸
間
近
で
会
話
や
発
声
が
あ
る
密
接
場
面

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
健
康
な
皮

膚
に
は
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
表
面

に
付
着
す
る
だ
け
と
言
わ
れ
、
飛
沫
感
染

（
感
染
者
の
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
で
放
出

さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
な
ど

に
よ
る
感
染
）や
接
触
感
染（
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
し
た
手
指
で
目
や
口
、
鼻
な
ど
の
粘

膜
を
触
る
こ
と
に
よ
る
感
染
）な
ど
で
感

染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
感
染
対
策
は
基
本
が
大
事

　

こ
ま
め
な
手
洗
い
や
普
段
の
健
康
管

理
、
適
度
な
湿
度
を
保
つ
な
ど
、
一
般
的

な
感
染
対
策
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

日
常
生
活
か
ら
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
咳
や

く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
ハ
ン
カ
チ
、
袖
な
ど
を
使
っ
て
口
や
鼻

を
押
さ
え
る
な
ど
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら

　
発
熱
な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
を
疑
う
症
状
が
出
た
場
合
は
、ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
な
ど
に
電
話
で
相
談
し
ま

し
ょ
う
。か
か
り
つ
け
医
が
居
な
い
人
や
ど

こ
の
医
療
機
関
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
迷

う
人
は
、
24
時
間
受
け
付
け
の
県
受
診
・
相

談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
９
・６
５
１
・

３
１
７
５
）に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

予
防
接
種
と
は
、
体
の
持
つ
免
疫
の

仕
組
み
を
使
い
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力
を
あ

ら
か
じ
め
強
く
し
て
お
く
こ
と
を
い
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
使
い
、
体
内
に
人

工
的
な
疑
似
感
染
の
状
態
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
で
、
免
疫
に
病
原
体
の
特
徴
を

覚
え
さ
せ
ま
す
。
実
際
に
、
病
原
体
が

　
感
染
症
対
策
の
基
本
は
手
洗
い
・

う
が
い
で
す
。
正
し
い
方
法
で
、

し
っ
か
り
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
し

ま
し
ょ
う
。

◆
手
洗
い

　
帰
宅
時
や
ト
イ
レ
後
、食
事
や
料
理

の
前
に
、次
の
６
部
位
を
30
秒
程
度
か

け
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

正しく手洗い・うがいをしましょう
１．手のひら４．指と指の間 ２．手の甲３．指先と爪６．手首 ５．親指

手を合わせ、こすり合
わせる

手のひらで手の甲を伸
ばすように

指先で手のひらをこす
るように

両手を組み、指の間を
洗う

親指を握り、手のひら
をねじるように

﻿手首を握り、まわしな
がら

◆
う
が
い

　

ウ
イ
ル
ス
は
空
気
中
に
紛
れ
て

お
り
、
知
ら
な
い
内
に
吸
い
込
む
こ

と
で
喉
の
粘
膜
に
付
着
し
ま
す
。
帰

宅
時
な
ど
に
は
必
ず
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。
う
が
い
薬
を
使
用
す
る

と
、
一
層
効
果
的
で
す
。

❶
う
が
い
薬
を
適
量
コ
ッ
プ
に
入

れ
、
正
し
い
量
の
水
を
入
れ
る

※
水
の
量
は
、
う
が
い
薬
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
説
明
書
を
読
み
、
正
し

い
量
の
水
で
薄
め
て
く
だ
さ
い
。

❷
溶
液
を
口
に
含
み
、
少
し
強
め
に

ブ
ク
ブ
ク
と
口
の
中
を
ゆ
す
い
で

吐
き
出
す

❸
溶
液
を
口
に
含
ん
で
上
を
向
き
、

15
秒
程
度
喉
の
奥
ま
で
ガ
ラ
ガ
ラ

う
が
い
を
し
て
吐
き
出
す（
❸
を
２

回
繰
り
返
す
）

体
に
侵
入
す
る
前
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
免
疫
の
予
行
演
習
を
済
ま
せ
て
お
く

こ
と
で
、
病
原
体
に
負
け
な
い
よ
う
に

備
え
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
国
内
の
高
齢
者
接
種
で
使
用
さ

れ
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

発
症
を
防
ぐ
効
果
が
95
㌫
近
く
あ
る
こ
と

が
海
外
の
臨
床
試
験
結
果
で
判
明
し
て
お

り
、
確
立
さ
れ
た
治
療
法
が
な
い
中
で
効

果
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
予
防
接
種
後
も
マ
ス
ク
は
必
要

　
予
防
接
種
後
も
、
マ
ス
ク
着
用
は
必
要

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
も

の
の
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
か
ら
他

の
人
へ
の
感
染
を
ど
の
程
度
予
防
で
き
る

か
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
感
染
予
防
対
策
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

新型コロナウイルス
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各種問い合わせ先
■八幡平市でのワクチン接種に関する相談（受付時間：土・日・祝日を除く午前８時半

から午後５時１５分まで）

　市新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎74-211１）
■医学的知見が必要な専門的な相談（受付時間：午前９時から午後９時まで）

　県新型コロナワクチン専門相談コールセンター（☎0120‒89-5670）
■新型コロナワクチン全般に関する相談（受付時間：午前９時から午後９時まで）

　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター（☎0120‒761‒770）

Q　

必
ず
受
け
る
も
の
で
す
か
。

A�　

予
防
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
人
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
接

種
を
し
ま
す
。

Q�　

副
反
応
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。

A�　
接
種
後
の
注
射
部
分
の
痛
み
、疲
労
、

頭
痛
、
筋
肉
痛
や
関
節
痛
な
ど
で
す
。

ま
れ
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー（
急
性
の

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）が
発
生
す
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
、

接
種
部
位
の
痛
み
が
最
も
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

Q�　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
ど
の
よ
う
な
人
で
す
か
。

A�　
次
の
人
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
▼
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る（
37
・

５
度
以
上
）▼
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
▼
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
に
対
し
て

重
い
過
敏
症
の
既
往
歴
が
あ
る
。※
現
在

何
ら
か
の
病
気
で
治
療
中
の
人
や
、重
い

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
た
こ
と
の
あ
る

人
は
注
意
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
た
め
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
接
種
を
受
け
て

よ
い
か
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Q　

接
種
は
何
回
受
け
ま
す
か
。

A�　
2
回
で
す
。
な
お
、
２
回
接
種
し
た

後
の
接
種
券
は
、
接
種
済
証
に
な
る
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

Q�　

接
種
当
日
は
何
を
持
っ
て
い
け
ば
い

い
で
す
か
。

A�　
接
種
券
と
予
診
票
、
本
人
確
認
書
類

（
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
）、

お
薬
手
帳（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

Q�　

接
種
は
ど
ん
な
服
装
で
行
け
ば
い
い

で
す
か
。

A�　
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
す
ぐ
に
肩
を
出

せ
る
状
態（
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
）に
な
れ

る
服
装
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。
予
防

接
種
は
上
腕
へ
の
筋
肉
注
射
で
行
い

ま
す
。

Q�　

予
防
接
種
当
日
は
ど
ん
な
流
れ
で
進

み
ま
す
か
。

A�　
❶
受
け
付
け
❷
予
診
票
確
認（
予
診

票
は
事
前
に
記
入
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。）❸
問
診
❹
接
種
❺
接
種
券
に
接
種

済
み
を
証
明
す
る
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も

ら
う
❻
副
反
応
に
備
え
、
必
ず
会
場
で

15
分
以
上
待
機
す
る

Q�　

接
種
後
の
注
意
は
あ
り
ま
す
か
。

A�　
接
種
部
位
は
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
接
種
当

日
・
翌
日
に
無
理
を
し
な
い
で
済
む
よ
う

に
予
定
を
立
て
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

Q A＆
新型コロナウイルスワクチン接種

出典：厚生労働省

◎ワクチン接種は無料です！
　接種を受ける際の費用負担は一切
ありません。
◎電話・メールで個人情報を求
めることはありません！
　接種のお知らせは個別に郵送しま
す。電話などで聞き出すことはあり
ません。

―　　　に注意 ―詐欺
行政をかたる

ワクチン接種の流れ

１
接種券が届く
４月下旬から、順次対象者に個別郵送を
します。予診票やお知らせなども同封し
ますので、目を通してください。

２
予約する
電話（平日午前９時から午後５時まで受け
付け）やインターネットから予約してくだ
さい。※予約には接種券番号が必要です。

３
接種を受ける
特設会場（市役所多目的ホール棟）や接種
実施医療機関で接種できます。詳しくは
同封の案内を確認してください。

市の予約コールセンター

☎ 0120-509-567
インターネット予約サイトＵＲＬ
https://v-yoyaku.jp/032140-hachimantai

◎
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
市
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
の
皆
さ

ん
へ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
供

給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
数
量
の
見
通
し
が
立

た
ず
、
安
定
供
給
を
見
込
め
な
い
た
め
、

次
の
通
り
接
種
順
位
を
決
め
、
接
種
を
進

め
ま
す
。

■
接
種
順
位

▼
第
１
グ
ル
ー
プ　

医
療
従
事
者
な
ど

（
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
救
急
隊
員

な
ど
）

▼
第
２
グ
ル
ー
プ

❶
高
齢
者
施
設
の
入
所
者

❷
令
和
３
年
度
中
に
６５
歳
以
上
に
な
る

人（
昭
和
３２
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
）

▼
第
３
グ
ル
ー
プ

❶
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人

❷
高
齢
者
施
設
な
ど
の
職
員

❸
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

▼
第
４
グ
ル
ー
プ　

第
１
か
ら
第
３
グ

ル
ー
プ
ま
で
に
該
当
し
な
い
人（
１６
歳

以
上
）

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

４
月
中
旬
か
ら
、
６５
歳
以
上
の
高
齢

者
用
の
ワ
ク
チ
ン
が
市
に
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
１
弾
の
供
給
数
は
９
７
５

回
分
で
、
前
述
し
た
接
種
順
位
の
通
り
、

第
２
グ
ル
ー
プ
❶
の
対
象
者
か
ら
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
他
の
高
齢
者
接

種
対
象
者
に
は
、
４
月
下
旬
に
接
種
券

（
ク
ー
ポ
ン
券
）を
個
別
郵
送
し
、
５
月

中
旬
か
ら
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、６４
歳
以

下
の
人
の
接
種
開
始
時
期
は
、
国
か
ら

の
ワ
ク
チ
ン
供
給
日
や
供
給
量
が
決
ま

り
次
第
、
接
種
券
を
個
別
郵
送
す
る
ほ

か
、
広
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

個別郵送される封筒と接種券の見本

受け付け：午前9時～午後５時（土・日・祝日を除く）
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市税市税
2,957,656 千円2,957,656 千円
（▲4.4％）（▲4.4％）

繰入金繰入金
1,759,987 千円1,759,987 千円
（▲7.1％）（▲7.1％）

諸収入諸収入
716,552 千円716,552 千円
（▲ 27.4％）（▲ 27.4％）

その他の自主財源その他の自主財源
339,644 千円339,644 千円

（▲0.8％）（▲0.8％）

地方交付税地方交付税
7,600,000 千円7,600,000 千円

(+1.3％）(+1.3％）

市債市債
1,866,200 千円1,866,200 千円
（▲ 46.8％）（▲ 46.8％）

国庫支出金国庫支出金
1,876,877 千円1,876,877 千円

（+4.8％）（+4.8％）

県支出金県支出金
1,407,935 千円1,407,935 千円
（▲ 26.4％）（▲ 26.4％）

その他の依存財源その他の依存財源
1,006,149 千円1,006,149 千円

（+6.3％）（+6.3％）

自主財源自主財源
（▲ 8.6％）（▲ 8.6％）

歳入

歳出

議会費議会費
176,447 千円176,447 千円
（▲ 2.2％）（▲ 2.2％）

総務費総務費
2,225,968 千円2,225,968 千円

（+0.1％）（+0.1％）

民生費民生費
5,462,648 千円5,462,648 千円

（+4.6％）（+4.6％）

衛生費衛生費
2,013,575 千円2,013,575 千円

（+2.9％）（+2.9％）

労働費労働費
11,396 千円（+211,396 千円（+2,,741.9％）741.9％）

農林水産業費農林水産業費
1,772,318 千円1,772,318 千円
（▲ 56.6％）（▲ 56.6％）

商工費商工費
681,119 千円（▲13.9％）681,119 千円（▲13.9％）

土木費土木費
1,665,093 千円1,665,093 千円
（▲25.3％）（▲25.3％）

消防費消防費
858,572 千円（▲ 2.1％）858,572 千円（▲ 2.1％）

教育費教育費
1,570,310 千円1,570,310 千円
（+17.2％）（+17.2％）

公債費公債費
3,062,167 千円3,062,167 千円
        （        （++0.7％）0.7％）

予備費予備費
30,000 千円30,000 千円
（0.0％）（0.0％）

災害復旧費災害復旧費
1,385 千円1,385 千円
（▲58.1％）（▲58.1％）

　令和３年度一般会計の予算総額は、
195億3,100万円で、２年度と比較し、24
億4,400万円（11.1％）減です。
　第２次八幡平市総合計画の将来像で
ある「農と輝の大地～ともに暮らし、し
あわせ感じる八幡平市～」の実現と人口
減少問題の克服、本市の活性化のための

「八幡平市第2期まち・ひと・しごと創
生総合戦略」につながるよう、各種施策
について、より実効性の高い事業に取り
組んでいきます。

【主な歳出の内容】
▶議会費＝市議会の運営のために使うお金　▶
総務費＝行政全般の事務に関する経費、財産管
理などに使うお金　▶民生費＝障がいのある人
や高齢者の支援、子育て支援、生活保護などに
使うお金　▶衛生費＝予防接種、健康診断、ご
み処理などに使うお金　▶労働費＝雇用促進対
策のために使うお金　▶農林水産業費＝農業や
林業振興などに使うお金　▶商工費＝商工業の
振興や観光イベントなどに使うお金　▶土木費
＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使うお
金　▶消防費＝消防署の経費の負担や消防団
員の報酬、防災行政無線の整備などに使うお金　
▶教育費＝小・中学生などの教育のために使う
お金　▶災害復旧費＝公共土木施設や農業用施
設などが被災した場合、従前の機能を回復する
ために使うお金　▶公債費＝市債（借入金）を
返済するために支払うお金

【主な歳入の内容】
▶市税＝市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税、入湯税　▶繰入金＝積立金の取り崩
しや、ある会計から別な会計に繰り入れるお金　
▶地方交付税＝所得税など国税から財政状況に
応じて交付されるお金　▶市債＝建設事業など
を行うために市が借りるお金　▶国庫（県）支
出金＝特定の行政目的を達成するため、その経
費に充てることを条件に国（県）から交付され
るお金

令和３年度新規（拡充）事業の主な内容
市有林造成事業（経営委託部分林苗木購入費）【2,673千円】

市内部分林、分収林組合などの団体の負担軽減のため、経営
委託部分林苗木を購入

元気創出補助金【10,000千円】

市内の民間企業や非営利法人が行う公共施設の役割を担う施
設の整備に対する補助

移住促進空き家改修補助金【200千円】

移住者が空き家バンク物件を購入し、改修する場合の補助

地域敬老事業費補助金【5,758千円】

地域で敬老事業を開く団体への補助

高齢者等温泉館管理運営事業（工事請負費）【18,577千円】

綿帽子温泉館屋根などの改修

予防接種事業（新型コロナウイルスワクチン接種業務）【129,556千円】

新型コロナウイルス感染症に対する予防接種の実施

高齢者保健・介護予防一体的実施事業【406千円】

高齢者の心身の多様な課題に対するきめ細やかな支援

水道事業会計出資金【105,000千円】

ハロウスクール開校に向けた配水管布設工事の実施

繁殖育成センター機械導入費補助金【140,000千円】

繁殖育成センター用機械の導入に対する補助

農業用施設維持管理事業（工事請負費等）【11,854千円】

長前沢山腹水路の復旧工事などの実施

大更駅前拠点施設整備事業【15,227千円】

大更駅前顔づくり施設駐車場用地の購入

観光施設維持管理事業（工事請負費）【5,621千円】

松尾八幡平インターチェンジ前案内板の撤去、御在所地区中
継基地公衆トイレの改修

八幡平メディテックバレー推進事業【26,480千円】

高齢者を対象に遠隔診療と遠隔見守りの実装支援を実施

火山噴火防災副読本作成業務委託料【773千円】

市地域防災計画に基づく副読本の作成

小学校管理事業（工事請負費）【9,119千円】

松野小ボイラーの更新、寺田小相撲場の解体

中学校管理事業（工事請負費）【2,180千円】

西根中、安代中のバックネットの改修

体育振興事業（補助金）【11,600千円】

東北中学校体育大会軟式野球競技、全国小学生アルペンス
キー大会、全国高等学校スキー大会、東北高等学校ラグビー
フットボール大会の開催に対する補助

体育施設維持管理事業（工事請負費など）【418,790 千円】

矢神飛躍台の改修

子ども医療費助成事業【64,053千円】

高校生まで助成対象を引き上げ（拡充）

寡婦等医療費助成事業【2,366千円】

配偶者のない女子から配偶者のない者に助成対象を変更（拡充）

母子保健事業【1,259千円】

健康診査業務に産婦健康診査と産後ケア事業を追加（拡充）

林業振興基金事業【45,927千円】

航空レーザ計測、森林資源解析後の森林経営管理意向調査の
実施（拡充）

令和３年度一般会計予算

前年度比24億4,400万円（11.1％）減

依存財源依存財源
（▲ 12.1％）（▲ 12.1％）

195 3,100億 万円

令和３年度特別会計予算額 （千円・％）
３年度 ２年度 伸び率

国民健康保険 3,190,736 3,186,349 0.1
後期高齢者医療 292,477 282,112 3.7
国民健康保険（診療施設勘定） — 94,440 皆減

令和３年度企業会計予算額 （千円・％）
病院事業 ３年度 ２年度 伸び率
収益的収入 1,404,544 1,234,508 13.8
収益的支出 1,697,780 1,314,809 29.1
資本的収入 147,871 484,099 ▲ 69.5
資本的支出 149,706 621,620 ▲ 75.9

水道事業 ３年度 ２年度 伸び率
収益的収入 584,666 603,739 ▲ 3.2
収益的支出 555,172 592,919 ▲ 6.4
資本的収入 300,978 249,664 20.6
資本的支出 629,894 676,630 ▲ 6.9

下水道事業 ３年度 ２年度 伸び率
収益的収入 1,132,322 1,166,031 ▲ 2.9
収益的支出 1,071,917 1,145,722 ▲ 6.4
資本的収入 463,272 406,635 13.9
資本的支出 920,729 829,978 10.9
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■
特
別
会
計
予
算

　

企
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
診
療
施
設

勘
定
）が
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用

し
、
企
業
会
計
と
な
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た
こ
と
に
よ

り
、
２
会
計
と
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り
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対
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６
９
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1
）
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市役所からのHOT LINE

令和3年度新入職員の皆さん

　
市
は
、
令
和
４
年
度
採
用
予
定

と
令
和
３
年
度
中
途
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施

令
和
４
年
度
採
用

■
職
種
、採
用
予
定
人
数　
上
級
事

務【
若
干
名
】

■
受
験
資
格　
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人（
学
歴
不
問
）、も
し
く
は

平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
大
学（
短
大
を
除
く
）を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
日　
７
月
11
日
㈰

■
試
験
会
場　
盛
岡
市
内
を
予
定

令
和
３
年
度
中
途
採
用

■
職
種
、
採
用
予
定
人
数　

❶
看
護
師【
若
干
名
】

❷
介
護
福
祉
士【
若
干
名
】

■
受
験
資
格　

❶
看
護
師
免
許
を
有
し
、昭
和
50
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

❷
介
護
福
祉
士
資
格
を
有
し
、
昭

和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日　
６
月
24
日
㈭

■
試
験
会
場　
八
幡
平
市
立
病
院

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
や
受
験
申

込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課

ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所

か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
６
月
11
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）

　
市
は
、
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

の
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
は
、
多

種
多
様
な
知
識
や
技
能
を
持
っ
た

人
の
情
報
を
登
録
・
公
開
し
、
地

域
や
団
体
の
生
涯
学
習
活
動
の
講

師
・
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

■
登
録
方
法　
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
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イ
ト
か
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ン
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ー
ド
す
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か
、
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ー
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・
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代
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総
合
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所
、
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コ
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ニ

テ
ィ
セ
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タ
ー
か
ら
交
付
を
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け

て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
情
報
の
公
開　

登
録
情

報
を
取
り
ま
と
め
た
後
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
す
る

ほ
か
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
・
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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で
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す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
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係（
☎
・

内
線
１
１
４
２
）

事
業
所
・
企
業
を
対
象
に

経
済
活
動
の
調
査
を
実
施

　

経
済
セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査

は
、
全
て
の
事
業
所
や
企
業
を
対

象
に
令
和
３
年
６
月
１
日
時
点
で

行
い
ま
す
。

　
こ
の
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査
は
、
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
や
企
業
の
経
済
活
動

の
状
況
を
全
国
的·

地
域
別
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

統
計
法
に
基
づ
い
た
報
告
義
務
の

あ
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
社
会
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し
て

幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
の

で
、調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
調
査
期
日　
６
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務

課
情
報
統
計
係
（
☎
・
内
線

１
２
４
１・１
２
４
４
）

　
市
は
、
敬
老
事
業
を
見
直
し
ま

す
。
毎
年
９
月
に
市
主
催
で
開
い

て
い
た
敬
老
会
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
開
か
ず
、
新
た
に
、
地
域
で

行
う
敬
老
事
業
の
経
費
の
一
部

補
助
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
77
歳
、
89
歳
を
迎
え
る

人
に
贈
呈
す
る
特
別
記
念
品
の

対
象
年
齢
を
77
歳
、
88
歳
に
変
更

し
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
に
限
り

敬
老
事
業
を
見
直
し
ま
す

89
歳
を
迎
え
る
人
に
も
特
別
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
、
９
月
こ
ろ
に
郵
送
す
る
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
（
☎
・
内

線
１
０
８
４
）

経
営
農
地
の
下
限
面
積
を

30
㌃
に
引
き
下
げ
ま
し
た

　
農
地
の
売
却
や
贈
与
、貸
借
な

ど
に
は
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
で
、許
可
要
件
の
一
つ
に
下

限
面
積
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
営
す
る
面
積
が

50
㌃
以
上
で
な
け
れ
ば
許
可
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
規
就

農
者
や
小
規
模
農
家
の
農
地
の

権
利
移
動
を
促
進
す
る
た
め
、４

月
１
日
か
ら
30
㌃
に
引
き
下
げ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
調
整
係（
☎
・
内 令和元年度田頭地区敬老会の様子

　
春
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚
め

る
季
節
で
す
。
ク
マ
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

❶
入
山
地
域
の
ク
マ
出
没
情
報

を
収
集
し
、
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

❷
朝
夕
や
霧
が
出
て
い
る
時
の

入
山
は
避
け
、
単
独
行
動
を
し

な
い

❸
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の

出
る
も
の
を
身
に
着
け
、
人
の

存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

❹
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を
持
ち

歩
く

❺
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ

け
た
ら
引
き
返
す

❻
も
し
ク
マ
に
出
合
っ
た
ら
、

慌
て
た
り
、
騒
い
だ
り
し
て
ク

マ
を
刺
激
し
な
い

❼
逃
げ
る
際
は
背
中
を
見
せ
な

い
。
ま
た
、
走
ら
ず
、
ゆ
っ
く

り
後
退
す
る

❽
ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い
た

め
、
野
山
に
生
ゴ
ミ
な
ど
を
捨

て
な
い

■
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
制
度

　

ク
マ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被

ク
マ
の
出
没
に
注
意

害
対
策
に
は
、
電
気
柵
の
設
置

が
有
効
で
す
。
鳥
獣
被
害
防
止

を
目
的
と
し
た
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
。
設
置
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課
林
業

係（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

コ
ミ
バ
ス
利
用
料
を

減
免
し
て
い
ま
す

　

市
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
県
民
参
加
の
も
と
男
女
が
尊

重
し
合
い
、
共
に
参
画
す
る
社
会

の
実
現
を
目
的
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
き
ま
す
。　

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

▼
日
時　
６
月
12
日
㈯
午
後
１
時

半
か
ら
４
時
ま
で

▼
場
所　
ア
イ
ー
ナ

▼
内
容　
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
教
授
瀬
地
山
角
さ
ん

に
よ
る
講
演
な
ど

▼
申
込
期
限　
５
月
28
日
㈮

い
わ
て
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座

▼
期
間　
９
月
１
日
㈬
か
ら
11
月

ま
で
の
全
12
講
座

▼
内
容　
男
女
共
同
参
画
の
基
礎

知
識
、D
V
防
止
、復
興
・
防
災
、

S
D
G
ｓ
、ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど

▼
受
講
料　
無
料（
た
だ
し
、資
料

は
各
自
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
期
間　
6
月
か
ら

用
料
を
半
額
に
減
免
し
て
い
ま
す
。

❶
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る

❷
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

❸
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る

❹
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
諸

施
設
に
よ
り
養
護
な
ど
を
受
け

て
い
る

❺
常
時
介
護
ま
た
は
養
護
な
ど
を

要
す
る
❶
か
ら
❹
ま
で
に
掲
げ
る

人
の
介
護
ま
た
は
養
護
を
行
う

❻
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受

け
て
い
る（
最
初
の
交
付
日
か
ら

１
年
間
に
限
る
。）※
運
転
免
許
証

の
返
納
時
に
証
明
書
の
交
付
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
地
域
振
興
係（
☎
・
内

線
１
４
５
３
）

　
市
は
、
特
定
空
家
等
の
認
定
に

つ
い
て
協
議
す
る
協
議
会
の
委
員

を
２
人
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
次
の
全
て
を
満
た

す
人

❶
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

協
議
す
る
委
員
を
募
集

❷
本
市
の
職
員
や
市
議
会
議
員
で

な
い

❸
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ

り
、
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席

で
き
る

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
報
酬　
協
議
会
１
回
出
席
に
つ

き
７
１
０
０
円

※
協
議
会
は
、年
に
１
、２
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
防
災
安
全
課
ま
た
は
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
か
ら
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
６
月
18
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課

地
域
安
全
係（
☎・内
線
１
２
６
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係

（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）ま

た
は
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
・

０
１
９・６
０
６・１
７
６
１
）

線
１
３
５
３
）
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市役所からのHOT LINE
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（3月届け出分）

■人口の動き【3月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 15,068（－27） 6,358（＋21）
松 尾 5,523（－13） 2,442（＋6）
安 代 ４，068（－21） 1,793（－2）
合 計 24,659（－61） 10,593（＋25）
男 性 11,877（－41）
女 性 12,782（－20）

出生 10 死亡 35
転入 109 転出 145

項 目 3月 １月からの累計

人身事故 1（3） 2（５）
物損事故 30（30） 115（132）
負 傷 者 1（3） 2（７）
死 者 0（０） ０（0）
飲酒運転 ０（０） ０（1）
火 災 1（2） 3（4）
救 急 100（92） 327（347）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

◎
市
税
は
貴
重
な
財
源
で
す

　

市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
す

る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

納
付
さ
れ
た
市
税
は
、
社
会
福

祉
の
充
実
や
文
化
・
教
育
の
振

興
、
ご
み
処
理
や
道
路
整
備
な

ど
日
々
の
生
活
を
支
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

　

納
税
は
、
国
民
の
義
務
で
あ

り
、
納
期
限
内
の
自
主
納
付
が

原
則
で
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
確
認
で

き
な
い
人
に
対
し
て
、
市
が
委
託

し
て
い
る「
市
税
等
納
付
案
内
セ

ン
タ
ー
」か
ら
電
話
に
よ
る
納
付

の
確
認
や
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
督
促
状
や
催
告
通
知
書
の

発
送
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
業
務

に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、
そ

の
経
費
は
市
税
で
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利

　
市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
お
勧
め
で
す
。
指
定
し
た
口
座

か
ら
各
納
期
の
末
日
に
自
動
で
振

市
税
は
期
限
内
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

替
納
付
と
な
る
た
め
、
金
融
機
関

な
ど
に
出
か
け
る
手
間
も
な
く
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
口
座
振
替
で
き
る
税　
固
定
資

産
税
、市
県
民
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税

■
申
し
込
み
方
法　

利
用
す
る

金
融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀

行（
郵
便
局
）の
窓
口
に
納
入
通
知

書
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
印
を
持

参
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
金
融
機
関
に
は
、
口
座

振
替
依
頼
書
を
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
市
外
の
金
融
機
関
を
利
用
し

た
い
場
合
は
、
税
務
課
収
納
係
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
納
税
を
怠
る
と
延
滞
金
が
発
生

し
ま
す

　

市
税
を
定
め
ら
れ
た
納
期
限

内
に
納
付
し
な
い
こ
と
を「
滞

納
」と
言
い
、
滞
納
に
な
る
と
督

促
や
催
告
に
よ
り
納
付
を
促
す

ほ
か
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で
定

め
ら
れ
る『
徴
収
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
』で
、令
和
３
年
中

は
、
年
率
８・
８
％
（
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
は
２・
５
％
）で
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま

で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

◎
公
平
性
を
保
つ
た
め
の
滞
納

処
分

　

納
付
催
告
に
応
じ
ず
納
税
相

談
の
連
絡
も
な
い
場
合
は
、
納

付
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を

保
ち
大
切
な
市
税
を
確
保
す
る

た
め
滞
納
し
て
い
る
人
の
資
産

や
収
入
の
調
査
を
行
い
財
産
を

差
し
押
さ
え
、
場
合
に
よ
っ
て

は
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価
し
、

滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
て
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
に
は
裁

判
所
の
許
可
が
な
く
て
も
差
し

押
さ
え
を
行
う
権
限
が
与
え
ら

れ
て
い
て
、
事
前
連
絡
や
納
税

者
の
同
意
な
し
に
行
政
処
分
を

行
え
ま
す
。

　
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
主
な

財
産
は
、
給
与
・
賞
与
、
預
貯

金
、
売
掛
金
、
生
命
保
険
、
動
産

（
貴
金
属
・
自
動
車
な
ど
）、
不
動

産
な
ど
金
銭
的
価
値
が
あ
る
も
の

で
、
令
和
２
年
度
は
１
６
１
件
、

約
２
３
２
６
万
円
を
市
税
に
充
て

ま
し
た
。

◎
納
付
が
困
難
な
場
合
は
ま
ず

相
談
を

　
病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し
い

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
場

合
は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
完
納
に
向
け
た
納
付
計
画
な

ど
の
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
窓
口
延
長
を
し
て
い
ま
す

　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

は
、
本
庁
で
午
後
５
時
15
分
か
ら

７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
、

各
種
証
明
書
の
発
行
や
市
税
な
ど

の
収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
収
納

係（
☎
・
内
線
１
１
２
８
）

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
物
品
の
寄
付
】

▼
西
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
３

月
22
日
、
松
野
と
寄
木
の
統
合

保
育
所
の
施
設
管
理
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
1

台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、
エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

６月18日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ６月10日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：0０～
心臓・血管外科 第２・４木曜日　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２・４木曜日　　　午前中
※　八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により、割り当てに変更が生じる可能性がありますので、最新情報は盛
岡市医師会のウェブサイトで確認してください。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
大更調剤薬局（☎70-1320） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
りんどう薬局（☎78-8521） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 日本調剤薬局（☎30-1193）
白樺薬局（☎74-3363） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
すみれ薬局（☎78-8075）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） 本田医院（☎35-3002）
平舘クリニック（☎74-3120） 大里医院（☎22-1251）

かづの厚生病院（☎23-2111）
長橋医院（☎23-7612）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

市税納期（納期限５月31日）　固定資産税（第１期）、軽自動車税 県税納期（納期限５月31日）　自動車税

５月24日〜６月20日

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝▶乳幼児健
康相談・離乳食教室【受付】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）▶循環器系健診【受
付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（大更コミセン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（大更コミセン）

■健康福祉課＝▶親子教室
【受付】　9：30～9：55（市役所
多目的ホール棟）▶循環器系
健診【受付】　9：30～11：00、
13：30～15：00（大更コミセン）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（田頭コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14:50（松尾地区内）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　13：30～14：30（市総合
運動公園体育館）

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　13：30～14：30（安代地
区体育館）

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）

■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～15：00（荒沢地区）
■体育協会＝キッズサッカー
教室　18：00～19：00（ 市 総 合
運動公園体育館）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書　
12：00～14：30（田山地区）
■健康福祉課＝１歳６カ月児
健 診【 受 付 】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　13：30～14：30（市総合
運動公園体育館）

■広報はちまんたい発行日
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　13：30～14：30（安代地
区体育館）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋開講式　15：30～16：45

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（田山コミセン）
■教育指導課＝令和３年度教
科書展示会　９：00～17：00（市
役所）　※30日まで

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（田山コミセン）
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■体育協会＝キッズサッカー
教室　18：00～19：00（アリー
ナまつお）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝▶八幡平市長
杯 ゲ ー ト ボ ー ル 大 会　8：
40～15：00（アリーナまつお）
▶ストレッチ運動教室　13：
30～14：30（市総合運動公園体
育館）
■田頭コミセン＝寺子屋「パ
ステルアート教室」　10：00～
12：00

■健康福祉課＝乳がん検診
【受付】　9：30～10：30（寺田コ
ミセン）、13：30～14：30（田頭
コミセン）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　13：30～14：30（安代地
区体育館）

■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支
所）
■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～12：00

■議会事務局＝市議会６月定
例会・議案上程ほか（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

7	

14	

5/24	 25	 26	 28	

31	 2	 3	 4	

8	 9	 10	 11	

15	 16	 17	 18	

6/1	

27	 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：00～9：30

（松尾コミセン）

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）本田医院▶当番薬
局（市内）大更調剤薬局、りん
どう薬局・（鹿角）ファーマッ
クスかづの薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝早起きソ
フトボールリーグ　5：00～
6：30（大更小校庭）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（安代地区体育館）
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）リリィ薬局西根店・

（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11:00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■大更コミセン＝グラウンド
ゴルフ大会　8：00～12：30（松
尾総合運動公園）
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民
課）
■健康福祉課＝献血　9：30～
12：00、13：30～16：30（マックス
バリュ西根店）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）白樺薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日
■体育協会＝キッズサッカー
教室　10：00～11：00（鬼清水
球技場）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）長橋医院▶当番薬
局（市内）すみれ薬局・（鹿角）
花輪調剤薬局

29	 30	

5	 6	

12	 13	

19	 20

1213 No.311 ◎2021．５.13



1415

行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

松川地熱発電所設備更新 
説明会と縦覧を行います
　東北自然エネルギー㈱では、松
川地熱発電所発電設備更新計画の
環境影響評価準備書に関する説明
会と縦覧を行います。
◎説明会
■日時　5月19日㈬午後6時半
■場所　八幡平温泉郷集会所
◎縦覧
■縦覧期限　５月31日㈪
■縦覧場所・時間 ▶市役所市民
課、西根・安代各総合支所＝平日
の午前9時から午後5時まで▶
松川地熱発電所＝午前9時から
午後4時まで（火曜日を除く）▶
同社ウェブサイト

日本の未来を築く 
国家公務員を募集

　人事院では、国家公務員採用試
験を行います。
■職種　❶一般職（高卒者）❷一
般職（社会人）❸税務職員
■第１次試験日　９月5日㈰
■受験資格　❶４月１日におい
て高校卒業後２年を経過してい
ない人または４年３月までに高
校を卒業する見込みの人など❷
昭和56年４月２日以降生まれの
人で４月１日において高校卒業
後２年が経過した人など❸４月
１日において高校卒業後３年を
経過していない人または４年３
月までに高校を卒業する見込み
の人など
■申込期間　6月21日㈪午前９
時から30日㈬まで
■申し込み方法　国家公務員試験
採用情報NAVIからインターネッ
ト申し込み
■問い合わせ先　同院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）

岩手の医療を支える 
県立病院職員を募集

　県医療局では、県立病院職員採
用試験を行います。
■試験日　６月13日㈰
■申込期限　６月２日㈬
■問い合わせ先　同医療局職員課
（☎019-629-6322）

アマチュア無線技士の 
免許を取得しませんか

　七時雨アマチュア無線クラブで
は、第4級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開きます。
■日時　６月19日㈯、20日㈰のい
ずれも午前9時から午後５時10
分まで
■場所　西根地区市民センター
■受講料　大人23,150円、18歳以
下9,850円
■申込期限　６月12日㈯
■申し込み・問い合わせ先　同ク
ラブ・澤口（☎090-7075-7972）

社会が求める国家資格 
危険物取扱者試験実施

　（一財）消防試験研究センター県
支部では、危険物取扱者試験を行
います。
■試験日　６月26日㈯、７月３日㈯
■場所　建設研修センターほか
■申請期間　▶電子申請＝５月
17日㈪午後５時まで▶書面申請＝
５月20日㈭まで（当日消印有効）
■問い合わせ先　同センター県支
部（☎019-654-7006）

松尾B&G海洋センター 
臨時職員を若干名募集中
　(一社)市体育協会では、松尾Ｂ
＆Ｇ海洋センターの臨時職員を若
干名募集しています。
■雇用期間　７月１日㈭から８月
31日㈫まで
■応募資格　18歳以上の人
■応募方法　履歴書を同協会各事
務所に提出
■応募期限　６月18日㈮
■問い合わせ先　同協会松尾事務
所（☎76-3237）

精神障がいを支える 
家族のための相談会

　(特非)県精神保健福祉連合会で
は、統合失調症などの精神障がい
の人を支える家族を対象に、同じ
立場の家族が相談に応じる個別相
談会を2会場で開きます。
◎ふれあいランド岩手
■日時　６月11日㈮、７月16日㈮、
８月６日㈮、９月10日㈮のいずれ
も午前10時から午後１時まで
◎盛岡市総合福祉センター
■日時　５月25日㈫、６月22日
㈫、７月27日㈫、８月24日㈫、９
月28日㈫のいずれも午後１時か
ら５時まで
◎申し込み・問い合わせ先　同
連合会事務局（☎019-637-7600）
火・木・金曜日の午前9時から
午後４時まで

■意見の提出 ▶縦覧場所備え付
けの意見箱に投函▶同社宛に郵送
（当日消印有効）またはファクス
■意見の提出期限　6月14日㈪
◎問い合わせ先　同社技術本部地
熱事業部（☎022-222-3998、ファ
クス022-265-2207)

自動車税は５月31日まで 
忘れずに納付しましょう
　自動車税種別割は、４月１日現
在の所有者に課税されます。広域
振興局から送付される納税通知書
により、最寄りの金融機関などで
納めてください。
　転居した人で納税通知書が届か
ない場合は、連絡してください。
■問い合わせ先　盛岡広域振興局
県税部（☎019-629-6546）

林業界従事者のための 
退職金制度があります

　林業退職金共済制度（林退共）
は、林業界で働く人のために国が
作った退職金制度です。事業主が
従事者の働いた日数に応じて掛け
金となる共済証紙を共済手帳に貼
ることで、従事者が林業界を辞め
たときに林退共から退職金を受け
取ることができます。
▶掛け金は税法上、法人では損
金、個人企業では必要経費とな
ります。▶掛け金の一部を国が
免除します。▶退職金は雇用事
業主が変わっても企業間を通算
して計算されます。
■問い合わせ先　（独）勤労者退
職金共済機構林業退職金共済事
業本部（☎03-6731-2889）

市民後見人となって 
社会貢献しませんか

　盛岡広域８市町では、成年後見
に関する知識、技術などが習得で
きる講座を開きます。
■日時　６月23日㈬から８月26日
㈭まで週１回（水曜日または木曜
日）全９回、いずれの日もおおむね
午前10時から午後４時半まで
■対象　次の要件を満たす人❶盛
岡広域８市町に在住または通勤・
通学している❷４月１日時点で
20歳以上❸原則、全ての科目を受
講できる❹破産者など後見人の欠
格事由に該当しない❺弁護士、司
法書士など専門職でない
■場所　岩手教育会館
■参加料・定員　無料・30人
■申し込み方法　申込書をファク
スまたは郵送、持参（盛岡広域成年
後見センター 〒020-0022盛岡市
大通一丁目１-16）※申込書は市役
所健康福祉課窓口から交付または
市ウェブサイトからダウンロード
■申込期限　５月28日㈮午後５
時半（必着）
■問い合わせ先　同センター（☎
019-626-6112、ファクス019-656-
0612）

産直のレシートを集めて 
市共通商品券を当てよう
　市産直連携協議会では、協議会
に加盟している産直施設で購入し
たレシートを集めて、市共通商品
券が当たるレシートラリーを行っ
ています。
■実施期間　10月31日㈰まで
■応募方法　対象レシートを応募
用紙に貼り、加盟産直施設のレジ
係に提出
■応募期限　11月3日㈬
■問い合わせ先　同協議会（☎
78-3480）

年金記録の確認などは 
インターネットが便利

　日本年金機構では、24時間いつ
でもどこでもパソコンやスマート
フォンで自分の年金情報を確認で
きる「ねんきんネット」の利用を勧
めています。年金記録のほか、将
来受け取る年金見込み額の確認や
各種通知書の再交付申請ができま
す。インターネットで「ねんきん
ネット」と検索するか、マイナポー
タルから利用できます。
■問い合わせ先　▶盛岡年金事
務所（☎019-623-6211）▶ねんき
んネット専用電話（☎0570-058-
555）

安全安心に暮らすため 
電波のルールを守ろう

　６月1日㈫から10日㈭までは
「電波利用環境保護周知啓発強化
期間」です。電波は航空機や警察、
消防、救急用など私たちの生活の
安心・安全の確保に使われていま
す。電波はルールを守って正しく
使いましょう。
■問い合わせ先　総務省東北総
合通信局相談窓口（☎022-221-
0641）

介護・保育・福祉の 
就職相談会を開催

　（福）県社会福祉協議会県福祉人
材センターでは、県内の福祉施設・
事業所に就職を希望する人を対象
に、介護・保育・福祉の就職相談会
を開きます。費用は無料です。
■日時　５月30日㈰午後1時か
ら４時まで
■場所　ホテルメトロポリタン盛
岡 NEW WING
■内容　事業所PR、個別相談など
■申し込み方法　同センターに電
話または申込用紙をファクス、E
メール※申込用紙は同センター
ウェブサイトからダウンロード
■申込期限　５月20日㈭
■問い合わせ先　同センター（☎
019-637-4522、ファクス019-637-
9612）

保育士として就職を 
相談してみませんか

　（福）県社会福祉協議会県保育
士・保育所支援センターでは、保
育士として就職したい人を対象
に、ほいくのしごと出張相談会を
開きます。参加は無料で事前予約
を優先します。
■日時　６月９日㈬、７月14日
㈬、８月18日㈬、９月８日㈬、10
月13日㈬、11月10日㈬、12月８
日㈬、３年１月19日㈬、２月９日
㈬、３月９日㈬のいずれも午前10
時から午後２時まで
■場所　ハローワーク盛岡
■内容　就職相談、情報提供など
■問い合わせ先　同センター（☎
019-637-4544）
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介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1086
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ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1109

医療的ケア児等がいる世帯に医療的ケア児等がいる世帯に

非常用発電機を貸与非常用発電機を貸与
　災害などの停電時における医療機器の電源確保
のため、電源を要する医療機器を使用しながら在
宅生活をしている医療的ケア児等がいる世帯に対
し、非常用発電機を貸与します。
◆医療的ケア児等とは
　日常生活を営むために、次のいずれかの医療を
自宅で受けている人です。なお、65歳以上の人は、
自立支援給付（介護給付、訓練等給付、自立支援
医療、補装具の給付）の支給を受けている人に限
ります。
▶人工呼吸器管理▶気管内挿管または気管切開
▶鼻咽頭エアウェイ▶酸素吸入▶たん吸引▶ネ
ブライザー▶中心静脈栄養▶経管栄養（経鼻と胃
ろうを含む）または全介助における経口摂取▶腸
ろうまたは腸管栄養▶人工透析▶定期導尿▶人
工肛門

◆対象者
　市内に住所を有し、かつ、医師の指示により電
源を要する医療機器の使用が必要な医療的ケア児
等を在宅で介護している世帯（非常用発電機を所
有していない世帯に限ります。）
◆貸与する発電機
　正弦波インバーター発電機（ガソリン式、９ア
ンペア）を１人につき１台
◆貸与の費用　無料
◆貸与の期間　発電機が不要となるまで（医療機
器を使用しなくなった、市外に転出した、入院・
入所が６カ月を超えたなど）
◆貸与までの流れ
❶地域福祉課障がい福祉係に相談する⇒❷貸与を
申請する⇒❸貸与の決定を受ける⇒❹使用方法の
説明を受ける⇒❺貸与を受ける⇒❻発電機を管理
する（オイル交換、定期的な運転など）
※エンジンオイル、ガソリン、携行缶、延長コー
ドなどは自己負担で準備してください。
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ザ
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家庭研究部

丹内 美
み く

空さん
（普通科３年：西根中出身）

◆夢の実現に向け、はじめの一歩　
　令和３年度平舘高校入学式は４月８日、同校体育
館で行われ、真新しい制服に身を包んだ新入生50人
が北島亨校長から入学の許可を受けました。
　北島校長は「高校生活での目標を持ち、成し遂げる
ために誰かを頼るのではなく、自ら考え主体的に行
動してほしい」と式辞。田村正彦市長は「平高は市内

唯一の高校であり、
地域住民との交流も
深いため、八幡平市
立高校と呼んで差し
支えのない高校。皆
さんの活躍は市民に
力を与えている」と

入学を祝いました。新入生代表の山下実
み お

桜さんは「精
一杯努力すること、積極的に取り組むこと、豊かな
人間性を育むこと」と宣誓。迎える在校生代表の生徒
会長神田萌さんは「自分たちの未来は自分たちの手
で切り開いてほしい」と新入生を激励しました。
　新型コロナウイルス感染防止のため、出席者を制
限し、簡略化された式の中、新入生に向けられたま
なざしは期待に溢れていました。
◆部活動を選ぶきっかけに
　新入生向けの部活動紹介を４月９日に行いまし

入学式を挙行

た。部ごとに、実際に
使用する道具を見せな
がら、活動の様子を紹
介。目標に向け切磋琢
磨しあえる仲間を募集
しました。新入生代表として宣誓する山下さん 活動内容を説明する山岳部員

紫薫祭でお茶をたて、来校者におもてなしをする丹
内さん
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松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

鉱山の仕事を紹介「 選鉱 」

◆はじめに
　松尾鉱山が産出した主な鉱石は「硫化鉱」でした。
これを製錬して造る「硫黄」と、そのまま販売する「売
鉱」が東洋一の硫黄鉱山を支えた製品です。
　昭和30年代後半の「工務部選鉱課」には、出鉱され
た鉱石を砕く「破砕係」、硫化鉱と不要な岩石を選別
して売買できる品質に高める「選鉱係」、元山と屋敷
台の物資輸送の大動脈「索道係」がありました。
◆破砕作業の流れ
　今回は破砕係の仕事を紹介します。
　坑内から運び出された鉱石の塊は次の生産工程に
進むため、焼取製錬用の硫黄鉱は25～130㍉、売鉱は
6～25㍉まで細かくする必要があります。回転チッ
プラーでトロッコをひっくり返して鉱石を破砕機に
入れ、砕いてふるいにかける作業を数回繰り返して

徐々に小さくします。売鉱のうち高品位の「特鉱」は、
最終段階で毎分600回転するインペラーブレーカー
という特殊な破砕機を使って約6㍉まで細かくして
いました。
　鉱石は、破
砕段階によっ
てベルトコン
ベヤーで中間
粗鉱舎や中間
精鉱舎を経て
精鉱舎に運ば
れ、そこから
硫黄鉱は製錬
場へ、売鉱は駅のある屋敷台へと運ばれました。
　売鉱は鉄の硫化物（硫化鉄鉱）で、17㌧貨車に厚さ
にしてわずか30㌢程度積むと最大積載量に達してし
まうほど重いものでした。

斜面にベルトコンベヤーが連なる選鉱施設

◆子ども向け「本の福袋」貸し出します
　恐竜や怖い話など、子どもに人気のさまざまなテ
ーマに沿った本を３冊から５冊ずつ袋に詰めて貸
し出す「本の福袋」を行い
ます。どんな本が入ってい
るかは、開けてからのお楽
しみ。
▶期間　５月31日㈪まで
▶場所　児童開架室
◆新しい雑誌が仲間入りました
　貸し出し可能な旅行や街歩きの雑誌14点が、新し
くなりました。巣ごもり中
の気分転換にぴったりで、
手軽に旅の気分を味わえ
ます。手に取ってみてくだ
さい。

◆図書館からのお願い
　本などのページが外れたり、破いたりしてしまった
時は、家庭での修理をせず、破れたページを本に挟ん
で返却してください。専用の道具で修理をします。水
などで濡らしてしまった場合は、速やかに返却してく
ださい。修理が早いほど、きれいに直ります。

タイトル 出版
るるぶ岩手 ‘ ２２ JTBパブリッシング
るるぶ温泉＆宿東北　
2019 JTB パブリッシング

るるぶこどもとあそぼ！
東北 JTBパブリッシング

いわて日帰り温泉2021
年度版 東洋アドシステム

おいしい道の駅ドライブ
東北 昭文社

サークル　　　　・サー
クルサークル　　　　・サー
クル
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3Ｂ体操

◎結成何年目？活動の内容は？
　結成30年目です。普段は先生の指導を受けなが
ら、音楽に合わせて３つの用具（ボール、ベル、ベ
ルター）を使って体操しています。（公社）日本３Ｂ
体操協会の定めるスローガン「健康で安らかな心、
健康で美しく、健康で美しく老いる」の下、会員同
士の親睦を深めながら楽しく運動をしています。
また発表の場として、コミセンのサークル発表会
などに参加しています。

メンバー12人（４月９日現在）
会長：工藤 榮子＝駅前二区＝

◎活動の魅力は？
　遊びの要素も多いた
め、楽しみながら運動を
続けられることが魅力
です。心地よい雰囲気の
中で活動することを大
切にしており、休憩時間

は仲間とのおしゃべりに花を咲かせています。
◎活動して感じる効果は？
　筋肉をほぐし鍛えることで、けがの予防と筋力
維持ができるほか、仲間とのふれあいが心身のリ
ラックスにつながっています。体に無理をかけな
い運動でも、用具を使うことでしっかりとした効
果を得ることができます。さまざまな運動でバラ
ンス感覚などを養いながら全身の筋肉を動かすた
め、ロコモティブシンドローム（移動機能が低下し
た状態）の予防にもなります。
◎活動日時・場所は？
　第2、第４水曜日の午前10時から11時半まで大
更コミセンで活動しています。運動が苦手な人や
体力に不安があり、運動についていけないのでは
と二の足を踏んでいる人にこそ勧めたい体操で、
一緒に楽しく活動できる人を募集中です。１回千
円の受講料で、着の身着のまま参加することがで
きますので、気軽に見学にきてください。
■問い合わせ先　工藤（☎ 76-2032）ベルを使って体幹を鍛える
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度
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、
新
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さ
れ
た
ま
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づ
く
り
推

進
課
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所
属
す
る
こ
と
に
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、

活
動
最
終
年
度
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辞
令
書
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交
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を
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け
ま
し
た
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着
任
当
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か
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し
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取
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れ
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。
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入
れ
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・
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に
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こ
の
１
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は
、
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れ
ま
で

私
の
活
動
を
支
え
て
く

れ
た
人
た
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へ
の
恩
返
し
と
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も
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。

ア
マ
ホ
ロ
ス
タ
ジ
ア
ム
前

で
１
枚

真剣なまなざしでスクリーンを
見つめるデザイン講座参加者

今月の担当

吉田 力
ちから

 さん
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２03）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

まゆみの会が展示会を開き、約400
点の手芸品を披露（２月28日～31
日、県民の森・森林ふれあい学習館）

登校する児童一人一人に黄色い羽
根を配り、春の交通安全を呼び掛
け（４月12日、平笠小）

３年度市行政連絡員会議が開か
れ、82人が出席（４月２日、松尾
コミュニティセンター体育館）

背筋を伸ばして前を見る伊藤さん（手前左）と田代くん

成長の節目晴れやかに
市内小・中学校で入学式

　市内小・中学校の入学式は４月６日から８日にか
けて行われ、小学校10校で140人、中学校４校で150
人の新入生の学校生活がスタートしました。
　４月７日に行われた柏台小の入学式では、新生活に
期待を膨らませる児童２人が担任と体育館に入場。呼
名に答える元気な声が体育館に響きました。
　式が終わり、教室に戻った伊藤香

か ほ

歩さんは「はやく
仲良しになってたくさん遊びたい」と田代壮

そ う た

汰くん
を見てはにかみました。

（左から）吉田（裕）さん、吉田（力）さん、金野さん、立川さん

新たな仲間と地域を強化
地域おこし協力隊に新しく２人が着任

　地域おこし協力隊の辞令交付式は４月１日、市役所
で行われ、新たに隊員となる立川達

た つ や

也さん、金野利
と し や

哉
さんに田村正彦市長から辞令書が交付されました。
　市主催のプログラミング講座スパルタキャンプに参
加したことがきっかけで、移住を決めた２人。田村市
長は「最大３年間の任期の中でしっかりと活動に励み、
得意分野で市に新しい風を吹かせてほしい」と激励し
ました。横浜市出身で海外留学時に観光を学んだ立川
さんは「ＳＮＳなどで情報を発信し、国内外の人が気軽
に移住を体験できる施設の運営や宿泊施設の有効利用
に携わりたい」と目標を述べました。また、一関市出身
でＪＩＣＡ海外協力隊に参加した経験をもつ金野さん
は「元消防士のノウハウを生かして、地域の災害対策の
強化に注力したい」と意気込みを語りました。
　３年度の地域おこし協力隊は、２人の加入により
４人で活動していきます。主な活動内容は次の通り
です。今後の活動は広報で毎月連載している「地域お
こし協力隊だより」で紹介していきます。
▶吉田力

ちから

さん＝オリンピックホストタウン事業に関
する情報の発信、市民との交流イベントの企画など
▶吉田裕香さん＝移住定住情報（はちまんたい通信）
サイトの運用、移住者などへの取材や記事作成、着
物に関するイベント企画や交流など

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日

か
ら
６
年
３
月
３１
日
ま
で
の
３
年
間
。
同

隊
に
は
35
年
間
在
職
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
１
日
現
在
、
同
隊
は
、
42
人
体
制

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
交
通
指
導
隊
の
辞
令
交
付
式
は
４

月
６
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
八
重
樫

俊
則
隊
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
６
年
３
月
３１
日
ま
で
の

３
年
間
。
同
隊
に
は
30
年
間
在
職
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
た
に
2
人
の
隊
員
が
加
わ

り
、
４
月
１
日
現
在
、
同
隊
は
、
33
人
体

制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

先
を
徹
底
。
歩
行
者
は「
止
ま
る
・
見
る
・

待
つ
」の
交
通
安
全
行
動
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

❸
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
徹
底

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
危
険
の
発
見

を
遅
ら
せ
ま
す
。
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
計

画
を
立
て
、
交
通
環
境
や
道
路
状
況
に
応

じ
た
速
度
で
運
転
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

❹
飲
酒
運
転
の
根
絶　

　
飲
酒
運
転
は
、悪
質
な
犯
罪
行
為
で
す
。

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。さ
せ
な
い
。」を
合

言
葉
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
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、
周

囲
の
人
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力
し
て
飲
酒
運
転
を
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絶
し
ま
し
ょ
う
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❺
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
も
車
両
で
す
。
歩
道
を
通
行
で

き
る
場
合
で
も
、
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は
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行
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で

す
。
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通
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を
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り
、
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事
故
を
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ま
し
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う
。

　
新
生
活
に
も
慣
れ
は
じ
め
、
気
が
緩
み

が
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で
す
。交
通
ル
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ル
を
守
り
、

「
無
事
故
の
は
ち
ま
ん
た
い
」を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　　

市
防
犯
隊
の
辞
令
交
付
式
は
４
月
６

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
舘
柳
勝
彦
隊
長

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

防 犯
舘
柳
勝
彦
隊
長
再
任

犯
罪
防
止
強
化
に
決
意

﻿市防犯隊
舘柳勝彦さん
＝野駄＝

八
重
樫
俊
則
隊
長
再
任

交
通
安
全
活
動
を
継
続

交 通

﻿市交通指導隊
八重樫俊則さん

＝東＝

　　

県
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り
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心
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つ
く
る　

無
事
故
の
い
わ
て
」を
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３
年
度
の
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ロ
ー
ガ
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次
の
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目
を
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点
に
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り

組
み
ま
す
。

❶
ラ
イ
ト
の
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め
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用
品
な

ど
の
着
用

　
夕
暮
れ
時
の
歩
行
者
が
関
係
す
る
事
故

は
、
発
見
の
遅
れ
が
事
故
要
因
の
一
つ
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重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
た
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、
相
互
に

気
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か
せ
る
対
策
が
必
要
で
す
。

❷
運
転
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行
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通
マ
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ー
の
向
上

　
死
亡
事
故
は
道
路
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中
の
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行
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に

が
多
い
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と
か
ら
、
運
転
者
は
歩
行
者
優

ゆ
ず
り
合
う
心
が
つ
く
る

無
事
故
の
は
ち
ま
ん
た
い

交 通
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

ルワンダ国立オリンピック組織委
員会委員長とオンラインミーティ
ングを実施（３月25日、市役所）

（一社）いわてドローン操縦士協会
と災害・遭難時のドローン出動に関
する協定を結ぶ（３月25日、市役所）

田村正彦市長（中央）に作品を紹介する修了生

作り手の思いも伝えたい
漆の知識・技術を学び２人が基礎課程を修了

　安代漆工技術研究センターの修了式は３月29日、
安代総合支所で行われ、２年間の基礎課程を学んだ
井上由希子さん（神奈川県横須賀市）と五木田英

ひであき

晶さ
ん（滝沢市）の２人が修了証書を受け取りました。
　基礎課程で漆に関する知識やわん類、盆類、乾漆
などの制作技術を習得。修了式後に同支所と市役所
本庁で、研修中に作製した作品の展示を行いました。
　修了生の２人は「地元に戻り漆製品を作り手の思
いと一緒に届けていきたい」と意欲を示しました。

旧コミセンの隣に一部移転した新しいコミセン

会議室などが利用可能に
平舘コミセンの一部を移転

　平舘コミュニティセンターは４月14日、旧セン
ターの隣に一部を移転し、大会議室などの利用を始
めました。
　同センターは施設の老朽化により４年３月の完成
に向けて、２カ年で建設工事を進めています。
　工藤弘光センター長は「今は新型コロナウイルス
の影響もあり利用が減っているが、平舘地域の多く
の人に利用してもらえるように取り組んでいきた
い」と抱負を述べました。

手厚い医療の一旦担う
市立病院に常勤の小児科医師着任

　市立病院は４月１日、小児科の常勤医師として小
田翔一小児科長を迎え、新たな体制での診療をス
タートしました。
　平成28年から30年まで小児科長として西根病院に
勤務。異動により市を離れましたが、再度着任し、
地域の小児科診療の推進を担います。
　市立病院の小児科受け付けは、毎週月・水・木・
金曜日の午前は８時半から11時半まで、午後は２時
から４時半までです。 気軽に受診や相談に来てほしいと笑顔で語る小田小児科長

写真で市の魅力を発信する「ザ・ブ
ラードフォト」が写真展を開催（３
月20・21日、市総合運動公園体育館）

防犯隊員や防犯協会員、岩手警察
署員ら約35人が防犯を呼び掛け（４
月８日、ベルフ八幡平店）

同センターを背に、さらなる飛躍を期する利用者

起業の活性化図る新拠点
市起業家支援センターが大更駅前に移転

　市起業家支援センターは３月26日、新岩手農業協同
組合の事務所移転に伴い、旧市役所西根総合支所から
大更駅西側に移転開所しました。
　同センターは、㈱遠忠が建設し、市が借り受ける民
設公営の施設。延べ床面積約210平方㍍で、１階に共有
スペース、２階に個室事務所など６室を設けています。
　県内初となる東京23区内から本社移転を決めた㈱
MOVIMASの兒玉則浩代表取締役は「ここから県内、全
国へと事業を発展させていきたい」と力を込めました。

開通を祝い関係者らがテープカット

災害時に発電機などの資機材供給
を受ける協定を㈱レンタルのニッ
ケンと結ぶ（３月25日、市役所）

新入団員一人一人に辞令が手渡されました

地域社会の一翼を担う
市消防団辞令交付式

　市消防団辞令交付式は４月５日、市役所多目的
ホール棟で行われ、昇格者３人、新入団員８人それ
ぞれに辞令書が交付されました。
　工藤民一団長は新入団員に向け「各分団で早く消
防団の活動に慣れ、火災が発生した際は尽力してほ
しい」と訓示しました。
　新入団員を代表して畠山文聡さんは「消防団活動
をきっかけに、地域行事にも積極的に参加したい」と
抱負を述べました。

観光シーズンの幕開け
八幡平アスピーテライン開通式

　八幡平アスピーテライン開通式は４月15日、松尾
八幡平ビジターセンターで行われ、八幡平の観光
シーズンの到来が告げられました。
　悪天候のため開通は見送りとなり、式のみを実施。
今季の雪壁の高さは、最大で約６.５㍍と例年並みで、
雪の回廊は５月上旬ごろまで楽しめる見込みです。
　田村正彦市長は「桜の開花と開通のタイミングが
重なり良かった。開通を皮切りに、今年も四季折々の
八幡平を体感してほしい」と期待を寄せました。
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史
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史
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熱
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。 黄門様を演じる畠山さん

（令和元年３月）


